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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

（％表示は、対前年同四半期増減率）(1) 連結経営成績（累計）

親会社株主に帰属する
売上高 営業利益 経常利益

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 62,168 ― 4,382 110.6 10,438 139.2 8,466 148.5

2021年3月期第3四半期 57,003 △9.7 2,080 △24.9 4,364 △25.3 3,406 △29.4

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期 10,451百万円 （221.5％） 2021年3月期第3四半期 3,250百万円 （△14.7％）

潜在株式調整後
1株当たり四半期純利益

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 299.04 ―

2021年3月期第3四半期 118.67 ―

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等を当期の期首から適用しており、2022年3月期第３四半期に係る各数値について
は、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。このため、2022年3月期第３四半期における売上高の対前年同四半期増減率は記載しておりませ
ん。なお、当該会計基準等の適用が、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益に与える影響は軽微です。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 143,297 116,107 80.5

2021年3月期 134,646 108,639 80.2

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 115,343百万円 2021年3月期 107,951百万円

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等を当期の期首から適用しており、2022年3月期第３四半期に係る各数値について
は、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 30.00 ― 40.00 70.00

2022年3月期 ― 35.00 ―

2022年3月期（予想） 50.00 85.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

親会社株主に帰属する 1株当たり
売上高 営業利益 経常利益

当期純利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 80,000 8.9 5,000 74.8 12,000 103.0 9,700 105.3 338.04

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

2022年3月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用しており、上記の連結業績予想は当該会計基準等を適用した後の数値
となっております。また、当該会計基準等を2021年3月期の期首より適用したと仮定した場合の前期売上高は、73,495百万円となり、営業利益、経常利益、当期
純利益、1株当たり当期純利益は変動ありません。対前期増減率については、当該数値との比較で算定した増減率を記載しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 30,272,503 株 2021年3月期 30,272,503 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 1,947,125 株 2021年3月期 1,675,000 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 28,312,511 株 2021年3月期3Q 28,707,851 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】P2「１.(3)連結業績予想などの将来予測
情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、欧米やアジア諸国などで、新型コロナウイルス感染症により停滞

していた経済活動が再開され、持ち直しの動きがみられました。また、国内経済におきましても、ワクチン接種の進

展に伴い感染者数が減少し、経済活動が正常化し始めたことで、景気回復の傾向がみられました。一方で、足元では

変異株の感染が拡大しているほか、半導体部品の供給不足、原材料価格や輸送費の高騰などが続いており、景気の先

行きは不透明感が高まっています。 

当社グループの主要需要業界におきましては、物流業界向けや半導体業界向けの需要が引き続き好調に推移し、工

作機械向け等の需要も堅調に推移しました。自動車業界向けの需要は、第２四半期までは前年同期に比較し回復傾向

であったものの、半導体不足等の影響により減速傾向となりました。 

このような環境下、当社グループは今年度から中長期経営計画『SHIFT2030』をスタートし、その目標達成に向け

各施策を進めており、新型コロナウイルス感染症の影響があるものの業績は概ね順調に推移しております。当第３四

半期連結累計期間の連結売上高は、621億６千８百万円（前年同四半期は570億３百万円）となりました。なお、当期

の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を適用しており、当第３四半

期連結累計期間の連結売上高の対前年同四半期増減率は記載しておりません。損益面では、売上高の増加の影響や、

原価低減に努めた結果、営業利益は43億８千２百万円と、前年同期比23億１百万円増(110.6%増)となりました。また、

経常利益は、持分法適用会社の主要需要業界である半導体業界向け等が好調に推移したことにより持分法による投資

利益が増加し、104億３千８百万円と前年同期比60億７千４百万円増(139.2%増)、親会社株主に帰属する四半期純利

益は84億６千６百万円と、前年同期比50億６千万円増(148.5%増)となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ86億５千１百万円増加し、1,432億９千

７百万円となりました。流動資産は、前連結会計年度末に比べ64億３千８百万円増加し、775億９千万円となりまし

た。主な要因は現金及び預金が増加したことや、売上増に伴い電子記録債権が増加したこと等によるものです。固定

資産は、前連結会計年度末に比べ22億１千２百万円増加し、657億７百万円となりました。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ11億８千３百万円増加し、271億９千万円となりました。主な要因は、電子

記録債務が増加したこと等によるものです。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ74億６千８百万円増加し、1,161億７百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2022年３月期の通期の連結業績予想につきましては、前回公表値（2021年11月１日公表）から修正しておりません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記 

（１）四半期連結貸借対照表 
           (単位：百万円) 
          

前連結会計年度 
(2021年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(2021年12月31日) 

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 27,292 31,068 

  受取手形及び売掛金 19,641 19,477 

  電子記録債権 6,722 9,162 

  有価証券 4,500 4,500 

  棚卸資産 9,788 11,471 

  その他 3,243 1,943 

  貸倒引当金 △36 △33 

  流動資産合計 71,152 77,590 

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 12,287 11,998 

   機械装置及び運搬具（純額） 6,354 6,075 

   工具、器具及び備品（純額） 901 862 

   土地 2,868 3,247 

   建設仮勘定 487 660 

   その他（純額） 1,026 1,055 

   有形固定資産合計 23,925 23,899 

  無形固定資産   

   のれん 579 480 

   その他 614 544 

   無形固定資産合計 1,194 1,025 

  投資その他の資産   

   投資有価証券 36,576 38,869 

   長期貸付金 15 13 

   退職給付に係る資産 728 901 

   繰延税金資産 372 355 

   その他 688 646 

   貸倒引当金 △6 △5 

   投資その他の資産合計 38,374 40,782 

  固定資産合計 63,494 65,707 

 資産合計 134,646 143,297 
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           (単位：百万円) 
          

前連結会計年度 
(2021年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(2021年12月31日) 

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 12,019 11,830 

  電子記録債務 3,121 3,813 

  短期借入金 82 72 

  未払法人税等 423 657 

  賞与引当金 1,063 793 

  その他 3,271 3,754 

  流動負債合計 19,981 20,922 

 固定負債   

  長期借入金 1,039 909 

  繰延税金負債 1,316 1,631 

  退職給付に係る負債 1,857 1,892 

  その他 1,811 1,834 

  固定負債合計 6,025 6,268 

 負債合計 26,007 27,190 

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 8,060 8,060 

  資本剰余金 7,067 7,081 

  利益剰余金 95,140 101,374 

  自己株式 △3,425 △4,190 

  株主資本合計 106,842 112,325 

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 3,200 2,931 

  為替換算調整勘定 △2,358 △179 

  退職給付に係る調整累計額 267 264 

  その他の包括利益累計額合計 1,108 3,017 

 非支配株主持分 687 764 

 純資産合計 108,639 116,107 

負債純資産合計 134,646 143,297 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 

           (単位：百万円) 
          前第３四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年12月31日) 

売上高 57,003 62,168 

売上原価 43,133 45,442 

売上総利益 13,870 16,725 

販売費及び一般管理費 11,790 12,343 

営業利益 2,080 4,382 

営業外収益   

 受取利息 67 68 

 受取配当金 173 188 

 業務受託料 120 117 

 持分法による投資利益 2,174 5,633 

 為替差益 - 119 

 その他 147 100 

 営業外収益合計 2,682 6,227 

営業外費用   

 支払利息 33 33 

 業務受託費用 112 109 

 為替差損 228 - 

 その他 24 27 

 営業外費用合計 398 170 

経常利益 4,364 10,438 

特別利益   

 固定資産売却益 9 6 

 特別利益合計 9 6 

特別損失   

 固定資産売却損 0 0 

 固定資産除却損 39 19 

 投資有価証券評価損 14 - 

 災害による損失 - 10 

 特別損失合計 54 29 

税金等調整前四半期純利益 4,319 10,415 

法人税、住民税及び事業税 550 1,375 

法人税等調整額 298 511 

法人税等合計 848 1,886 

四半期純利益 3,470 8,528 

非支配株主に帰属する四半期純利益 64 62 

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,406 8,466 
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四半期連結包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 

           (単位：百万円) 
          前第３四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年12月31日) 

四半期純利益 3,470 8,528 

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 776 △254 

 為替換算調整勘定 △443 1,137 

 退職給付に係る調整額 19 △21 

 持分法適用会社に対する持分相当額 △572 1,061 

 その他の包括利益合計 △220 1,922 

四半期包括利益 3,250 10,451 

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,187 10,375 

 非支配株主に係る四半期包括利益 63 76 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する事項） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、2021年３月５日開催の取締役会決議に基づき、自己株式371,700株の取得を行いました。これにより、

当第３四半期連結累計期間において自己株式が988百万円増加しております。 

 

（会計方針の変更等） 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。 

これにより、顧客への製品の販売における当社の役割が代理人に該当する取引につきまして、従来は、顧客

から受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、当該対価の総額から第三者に対する支払額を差

し引いた純額で収益を認識する方法に変更しております。また、有償支給取引につきましては、従来は、有償

支給した支給品について消滅を認識しておりましたが、支給品を買い戻す義務を負っている場合、当該支給品

の消滅を認識しない方法に変更しております。 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は6,114百万円減少しております。なお、営業利益、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微です。また、当第３四半期連結会計期間末日において、棚

卸資産は101百万円増加、流動資産のその他は21百万円増加し、流動負債のその他は96百万円増加しております。

利益剰余金の期首残高は66百万円減少しております。 

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表

に与える影響はありません。 
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